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▲

無毒の煙を使った煙体験

昼
夜
を
通
し
て

避
難
生
活
を
体
験

　
こ
の
訓
練
で
は
、災
害
の
発
生
に
よ
っ
て
自
宅
で

生
活
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
仮
定
し
て
、学
校
や
公

園
で
の
避
難
生
活
を
疑
似
体
験
し
ま
し
た
。応
募

し
た
市
民
20
人
と
、市
川
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
世
話
人
、消
防
署
員
、社
会
福
祉
協
議

会
や
市
の
職
員
な
ど
が
、災
害
時
の
一
時
避
難
場
所

や
救
援
拠
点
と
な
る
大
洲
防
災
公
園
に
集
合
。み

ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
２
日
間
を
過
ご
し
な
が
ら
、

日
中
や
夜
間
に
避
難
生
活
を
す
る
場
合
の
問
題
点

も
話
し
合
い
ま
し
た
。

取
材
後
記

　
今
回
の
参
加
者
は
、日
頃
か
ら
災
害
援
助
活
動
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
の
あ
る
方
が
多
く
、実
際
の

避
難
生
活
な
ど
を「
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」「
覚
え
て
お

き
た
い
」と
い
う
意
欲
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。ま
た
、こ

の
訓
練
で
、災
害
時
の
心
構
え
は
も
ち
ろ
ん
、具
体
的

な
対
処
法
を
身
に
着
け
て
お
く
こ
と
や
、物
品
の
備
え

も
大
切
だ
と
教
わ
り
ま
し
た
。身
を
も
っ
て
体
験
し
た

こ
と
は
、い
ざ
と
い
う
時
に
必
ず
役
に
立
つ
は
ず
で
す
。

皆
さ
ん
に
も
、自
治
会
で
行
う
防
災
訓
練
な
ど
、こ
の

よ
う
な
体
験
訓
練
へ
の
参
加
を
、ぜ
ひ
お
勧
め
し
ま
す
。

いざ！という時は、
経験がものをいう

特集 災害時を想定した避難生活体験訓練

　
広
報
い
ち
か
わ
な
ど
で
参
加
者
を
募
集

し
、８
月
23
日（
土
）・
24
日（
日
）に
大
洲
防

災
公
園
で
行
わ
れ
た「
災
害
時
を
想
定
し
た

避
難
生
活
体
験
訓
練
」を
取
材
し
ま
し
た
。

災
害
発
生
時
や
そ
の
後
の
避
難
生
活
に
役
立

つ
知
識
が
身
に
着
け
ら
れ
、煙
の
怖
さ
も
体

験
で
き
て
、得
る
も
の
が
多
い
訓
練
で
し
た
。

今
回
は
、そ
の
様
子
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

訓練メニュー
テント・かまど設営、炊き出し、夜間訓練、
応急救護、ロープワーク、煙体験など
炊き出し、反省会、撤収など

　大洲防災公園には、災害時に役
立つ道具や設備があります。今回
は、これらの設備も確認しました。

ベンチがかまどに変身

　最近のテントは比較的
簡単に設営できますが、
●出入り口を風下に向
ける
●固定用のくいは地面
に対して45度で

など、経験者からより安
全性を高めるアドバイス
がありました。

テント設営は
力を合わせて

　煙体験では、「何も見えない
から手探りで逃げるしかない
ね」との声も。火事に遭った時
は、煙を吸わないことが大事で
す。できればぬれた布で口を覆
って、できるだけ身を低くして避
難しましょう。

●避難する際の持ち物は
　夜間訓練の後は、実際に避難することを
想定して持ってきた物について、みんなで意
見交換しました。

【主な意見】▲

避難する時には懐中電灯は必要。最近は
発電機能付きもあって便利。▲

ヘッドライトは両手が使えてとても便利。▲

水は大切で、１人１日３ℓが必要といわれて
いるが、実際に非常用持ち出し袋に入れる
には重すぎる。成人男性では15kgが目安。▲

災害時に食べられるやわらかい物や簡単
に調理できるレトルトの物も、最近では保存
できる物があるので、袋に入れておくと良い。

煙の中では何も見えない！

　夜間訓練では、セーフティリーダーによる
ロープワーク、三角きんを使った応急救護など
の講義がありました。自分や家族の身を守る
術を身に着けようと、受講者は真剣。

救護方法もしっかり習得
　竹をヒモで組んで作る立ちかまど。じかに火が焚
けない場所でも使えて、雨が降れば広い室内にも
移せるので便利です。普段から竹やぶの場所を知
っておけば、いざという時に役立ちそう。

　小雨が降って肌寒い日でしたが、温かい食
事が体をポカポカにしてくれました。メニューは
「すいとん」と「アルファ米」。災害時に贅沢はで
きません。

炊き出しにも工夫が

温かい食事が一番

　普段はベンチとして、災害時
には木製の部分を取り外して
かまどに。木製部分は薪として
活用できます。

こんなところがトイレに
　地下が空洞になっていて、その上に囲い
を設置するとトイレに。これでみんなもひと
安心。

●参加した感想は？
（男性）「テントや立ちかまどなどを実際に作っ
てみると、思っていたより手間取ったので、こ
ういうのを経験しておいた方がいいと思う」
（男性）「災害時には、温かい物が食べられる
のが何よりですね」

●参加の理由は？
（女性）「近くに住んでいて、一時避難場
所もここなので、経験しておこうと思って」

　市と社会福祉協議会で開催した「ボランティア講
座」の受講者が、自主的に結成した団体です。大地震
などの災害が発生した時、全国から駆けつけてくれる
ボランティアを受け入れ、被災地や避難場所へ派遣
する災害ボランティアセンターが設けられるため、その
活動をサポートします。通常は、毎月１回、災害に関す
る講座を受け、訓練をしています。

会員募集中！
問い合わせ　☎326-1284ボランティア・ＮＰＯ担当

訓練に参加して分かったこと

市川災害ボランティアネットワークとは 　社会福祉協議会では、
災害ボランティアセンター
をいち早く立ち上げる訓
練と、講演会などを予定し
ています。
●開催予定日
　11月29日（土）
●会場
　社会福祉協議会
　勤労福祉センター
※参加者募集の詳細は、
「広報いちかわ」などでお
知らせする予定です。

●いろいろ課題が…

▲

一晩のテント生活でも体が疲れた。地べ
たに直接寝ていたので、何かマットのような
物が必要。▲

明るさが大事だから懐中電灯やランタン
は必要。また、夜間に今回のような作業をす
ることもあり得るので、投光機は非常に役
立つ。▲

今回のような雨が長く続いた場合の対応
が必要。▲

こういう体験ができる機会をもっと増やし
て欲しい。▲

避難所内の安全を確保するための夜間
パトロールなども必要。

▲いざという時に役立つロープワークの講義

▲「ボクにもできるぞ！」とベンチの木製部分を取
り外します

▶完成した「トイレ」

▲まずは寝る場所を確保

▲時間が掛かった立ちかまど作り

▲完成した立ちかまどで、じゃがい
もを焼きました

▲「意外においしい」と評判のすいとん

▲投光機の明かりを頼りに夕飯作り

追跡レポート

1日目

2日目

ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
を
知
っ
て
い
る
と

い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
役
立
つ
よ

何
も
見
え
な
い
っ
て

怖
い
よ
ー
。

みんなも
覚えておいてね

か
ま
ど
が
あ
れ
ば

大
勢
の
食
事
が
作
れ
る
ね

参加者の声

八の字結び 本結び＋ハーフヒッチ

一重結びよりコブが大きくなるので、２階か
ら地上に避難するためのロープの手や足
の滑り止めとして。

シーツや布団カバーをつなげて
ロープ代わりに。

端をハーフヒッチで結
ぶことで解けにくくなる

1

2

3

1

2

3

★
当
日
は
、他
に「
も
や
い
結
び
」な
ど
も
教
わ
り
ま
し
た
。い
ざ
と
い
う
時
に

思
い
出
せ
る
よ
う
に
、皆
さ
ん
も
何
度
か
練
習
し
て
お
く
と
良
い
で
し
ょ
う
。
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ロープワーク、三角きんを使った応急救護など
の講義がありました。自分や家族の身を守る
術を身に着けようと、受講者は真剣。

救護方法もしっかり習得
　竹をヒモで組んで作る立ちかまど。じかに火が焚
けない場所でも使えて、雨が降れば広い室内にも
移せるので便利です。普段から竹やぶの場所を知
っておけば、いざという時に役立ちそう。

　小雨が降って肌寒い日でしたが、温かい食
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こんなところがトイレに
　地下が空洞になっていて、その上に囲い
を設置するとトイレに。これでみんなもひと
安心。

●参加した感想は？
（男性）「テントや立ちかまどなどを実際に作っ
てみると、思っていたより手間取ったので、こ
ういうのを経験しておいた方がいいと思う」
（男性）「災害時には、温かい物が食べられる
のが何よりですね」
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　勤労福祉センター
※参加者募集の詳細は、
「広報いちかわ」などでお
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